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土地を含むスラッファモデルにおける標準体系１）
宮 本 順 介
１ は じ め に
ピエロ・スラッファは『商品による商品の生産』第１１章「土地」において，
土地の利用形態を複数の「異なった品質の土地が用いられる」外延的耕作と同
じ品質の土地に「二つの異なった過程ないし耕作方法が矛盾なく相並んで利用
される」内包的耕作２）にわけ，地代発生のメカニズムを差額地代論を用いて説
明する．ただし，スラッファの説明は要点を絞った簡潔なもので，詳細な研究
は読者の手に委ねられた．『商品による商品の生産』刊行後，多くの研究者が
スラッファの地代モデルの研究に取り組んだが，３）その多くはスラッファ地代論
のモデル分析とその発展に向けられたものであり，スラッファ自身が繰り返し
言及した地代モデルのもとでの標準商品論に焦点を当てた研究は数少ない．４）本
稿では２商品，３生産過程のモデルを用いて，土地を利用する生産モデルのも
とで標準体系を構成できるのか，できるとすればその条件は何か５）という問題
を取り上げる．２で全体に共通する基本事項を示す．３で地代の成立条件を明
らかにする．４で標準体系の構成とその成立条件を検討する．５で結論を述べ
１）本稿は２０１２年度松山大学特別研究助成金の成果である．
２）内包的耕作とは一定の土地に異なる耕作方法が同時に投入される土地利用であって，同
じ耕作方法が集約的に投入される集約的耕作に限定した話ではない．脚注１６も参照．
３）Montani, G.［２９］，Quadrio-Curzio, A［３２］，Salvadori, N［３６］，高増［４４］，白杉［４２］を
始め，多くの論文，研究書が発表されている．これまでの研究成果の一部については参考
文献を参照．
４）数少ない研究の一つとして藤井［１３］がある．
５）スラッファは土地を含むモデルにおいても土地を含まないモデルと同じく標準体系を構
成できるというが，そのための条件については触れていない．
る．補論１ではなぜ土地を含むモデルにおいて標準商品の存在を問題にしなけ
ればならないのかについて説明する．補論２は生産量と価格の正値性の解説に
当てられる．本稿の結論はつぎの通りである．１．地代が発生しない土地利用
および外延的耕作の場合には無条件に標準商品の理論が成立する．２．内包的
耕作の場合には一定の技術条件を課さなければ標準体系を構成できない．３．
標準体系を構成するための技術条件は地代が存在するための条件でもある．
よって正の地代を支払う内包的耕作の生産体系では標準商品体系を構成するこ
とができる．
２ 基 本 モ デ ル
■仮定 つぎの仮定をおく．
１．鉄と小麦が再生産される．
２．鉄の生産には鉄，小麦，労働が投入される．
３．小麦の生産には鉄，小麦，労働，土地が投入される．
４．鉄の生産方法は１つ，小麦の生産方法は使用する土地の違いに応じて２
つ存在する．
５．生産は規模に関して収穫一定である．
６．労働の供給には制約がない．
■記号 記号を次のように定める．
 ：鉄の生産量

 ：土地を用いて生産される小麦の量
 ：鉄の最終需要
 ：小麦の最終需要
 ：鉄１単位を生産するのに必要な鉄の量
 ：鉄１単位を生産するのに必要な小麦の量


：土地を用いて小麦１単位を生産するのに必要な鉄の量
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
：土地を用いて小麦１単位を生産するのに必要な小麦の
量
 ：第 財の価格
 ：鉄１単位を生産するのに必要な労働量

 ：土地を用いて小麦１単位を生産するのに必要な労働量
 ：賃金率
 ：利潤率
■モデル 任意のについて，体系が純生産可能条件，すなわち










を満たしていると仮定する．６）このときの双対不等式







が成立する．ここで，最終需要 	

，利潤率をそれぞれ適当に与え，
上の不等式体系を等式体系に書き換えることにする．を等式体系に書き換え
たものを数量体系，同じくを書き換えたものを価格体系と呼ぶことにする．
数量体系



	



	

６）土地は消耗されることなく次期以降の生産に同じように投入される．よって鉄と小麦の
再生産だけを考えればよい．
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価格体系







２．１ 土地の利用
鉄の生産方法は１つであるが，小麦の生産方法は土地の利用方法の違いに応
じて２つ（）存在する．ここで，土地利用（＝小麦の生産方法の組合
せ）の違いを考慮し，次の３通りの生産体系を考える．１つは，いずれか１つ
（または）の小麦の生産方法が単独で用いられる場合であり－これ
を「地代の発生しない土地モデル」と呼ぶ－，いま１つは，小麦の生産方法が
２つ同時に用いられる場合であるが，これをさらに，品質の異なる２種類の土
地が並行して生産に投入される場合－これを「外延的地代モデル」と呼ぶ－と，
同じ品質の土地に異なる生産方法が相並んで用いられる場合－これを「内包的
地代モデル」と呼ぶ－の２つに分ける．以下，こうした土地利用の違いを踏ま
えたうえで，それぞれの場合について標準商品の構成を検討する．
３ 正値性の検討
標準体系を構成するためには，対象となる生産体系が経済的に有意味である
こと，すなわち体系を構成する諸変数が正値を取ることが前提となる．この節
では，地代の発生しない土地モデル，外延的地代モデル，内包的地代モデルの
３つの土地モデルの正値性７）を検討する．
３．１ 地代の発生しない土地モデル
３．１．１ 前 提
土地の供給にいかなる制約もない場合を考えよう．このとき，小麦の生産方
７）ここでいう正値は半正の場合も含む．
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１
２
 
図１ 曲線
法は複数存在しても，用いられるのは収益性の高い生産方法ただ１つである．
たとえば図１のようなケース８）では，利潤率がより小であれば生産方法１
（）が，より大であれば生産方法２（）が選ばれる．利潤率に応じ
て使用される土地が決まる．９）
３．１．２ 正値性
地代について．土地が生産に用いられる場合であっても，土地が無限に存在
する場合には，土地は自由財となり，生産量や価格の決定に関わらない．この
場合地代はゼロ（）となる．この点をリカードは次のように
説明している．「すべての土地が同じ性質をもち，量が無限，質が均一ならば，
位置が特別の利点をもたないかぎり，その使用に対しては何らの料金請求もお
こなわれるはずがない」１０）と．
８）図はを解いて得られるとの曲線である．
９）それゆえ土地が優等地であるか劣等地であるかは，あらかじめ経済体系の外部で決まる
わけではない．
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地代を考慮する必要がないので，とにもとづいて生産量と価格の正値性
を証明すればよい．とが正値解をもつことは周知の事実であり，改めて説
明する必要はないが，本稿では，地代が発生しないモデルだけではなく，地代
が発生するモデルにおいてもとが形を変えて登場するので，幾何学的説明
を補論２で示した．
３．２ 正の地代が発生するモデル
３．２．１ 前 提
土地の供給に制約がある場合を考える．たとえば図２のように，土地制約に
よって小麦の生産量がを超えることができない場合を考える．このとき最
１０）Ricardo［３４］p.７０．引用部分の邦訳は羽鳥卓也・吉澤芳樹訳『経済学および課税の原理
上巻』岩波書店，１９８７年，１０５－１０６ページ．






図２ 生産可能領域
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終需要の実現可能領域は斜線部分となる．１１）
３．２．２ 地代の発生
斜線部分を超える最終需要，たとえば に対しては，既存の生産方法による
供給では需要を賄うことができず，需要が供給を上回り，小麦価格が上昇する．
小麦価格が再生産価格を超えて上昇すると，既存の小麦生産方法に加えて，別
の生産方法で小麦を生産しても採算がとれる状況が生まれる．この時，同品質
の小麦つまり同じ価格の小麦が異なる生産方法で生産されることになるので，
生産方法の違いは収益性の違いとなる．ところが生産方法は使用する土地（土
地の品質または数量）と不可分に結びついているので，より高い収益は生産者
の手元ではなく，生産者間の土地獲得競争を通じて地主のものとなる．生産者
間のこうした競争は生産方法の違いによる収益に差がなくなるまで続き，収益
の違いはすべて地主の収入（＝差額地代）となる．１２）
さて，土地の使用を巡る生産者間のこうした競争は，土地の品質が異なる場
合と土地の品質が均一の場合とでは違った様相を示す．そこで，その違いが明
確となるように土地モデルを構成する必要がある．ここでは土地の品質が異な
る場合を外延的地代モデルと呼び，土地の品質が均一の場合を内包的地代モデ
ルと呼び，それぞれのモデルを構築する．
３．３ 外延的地代モデル
３．３．１ モデル
■仮定 新たに次の仮定をおく．
１．品質（肥沃度）の異なる２つの土地が存在する．
１１）鉄の生産ベクトルの向きと並行となるように小麦の生産ベクトルの頂点から線を引き，
第１象限内にできる三角形が生産可能領域である．
１２）これをもって，地代は土地の限界生産力によって決まると考えてはならない．差額地代
論と限界生産力理論の類似は見かけだけである．この点については，Sraffa［４３］pp. v-vi，
菱山［２０］，宮本［２７］を参照．
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Λ
Λ
２．土地の品質に合わせて，異なる２つの生産方法が相並んで同じ小麦を生
産する．生産方法が違えば収益性および土地生産性が異なる．
３．小麦に対する需要は，高い収益性をもつ生産方法を用いて生産しても満
たすことができない水準にあると仮定する．
４．小麦需要が小麦生産を上回るとき小麦価格は上昇する．
■記号 新たな記号は次の通り．
：小麦１単位を生産するのに必要な土地の量
：土地の地代
Λ：土地の賦存量
■モデル 外延的地代モデルはつぎのように定式化される．
数量体系



















価格体系













について．第１，第２番目の式はそれぞれ鉄，小麦の需給一致式，第３，
第４番目の式は土地の需給制約式である．ここで品質の異なる二つの土地のう
ち，生産性の劣る土地を劣等地と呼び，生産性の優る土地を優等地と呼ぶ．地
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代が発生するためには，優等地の供給に量的制約があり，劣等地の供給には量
的制約がないことが必要である．いずれの土地を劣等地とおいても一般性を失
わないので，ここでは，の土地を劣等地と仮定している．について．
第１番目の式は鉄の価格方程式，第２，第３番目の式はそれぞれ土地１，土地
２を使用した小麦の価格方程式，第４番目の式は劣等地の地代がゼロとなるこ
とを示す条件式である．
３．３．２ 解の存在と正値性
数量体系について．最終需要 は与件であるので，未知数は，

の３個．方程式は３個であるので数量体系は完結している．価格
体系について．利潤率を外生変数とすると，未知数は，，
の５個．そのうち任意の商品を価値尺度に取ることができるので
未知数は１つ減り，４個．方程式は４個であるので価格体系も完結している．
数量の非負性について．これは少しの修正１３）で２の数量体系と同じ形に変
形できるので省略する．つぎに価格の非負性について．これを確かめるために
を以下のように書き換える．土地は摩耗しない固定資本とみなすことができ
るので，うえの価格体系を結合生産物体系として
 	
と書き直す．ただし，



























  	 










 



 



１３）の第４番目の式を第１式，第２式に代入し，との数量体系に変形する．
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ここで は番目の土地価格であり，．ここではの土地が劣
等地（＝与えらた利潤率のもとで土地収益の劣る土地）だと仮定しているので，

となり，の土地は価格の決定に関与しない．よって第３行を
除くことができる．このとき，投入・産出行列，および労働投入ベクトルを


















  



   







  



 


とおくことで，価格体系を２つのグループ，すなわち鉄と小麦の価格方程式
 	
および土地の価格方程式
 


 	

 
に分けることができる．ただし である．価格体系をこのように
書き換えたことで次のことが明らかになった．鉄と小麦の価格は地代の大きさ
とは無関係にのみで決まる．他方，地代はで決まる鉄と小麦の価格を用い
てその値が決定する．生産物価格と地代は同時決定ではなく，生産物価格が決
まったうえで地代の大きさが決まるのである．この因果関係は地代論の理解に
とって重要である．この点を明確に指摘したのはリカードである．１４）
価格の正値性を確かめる．まず，鉄と小麦価格の正値性について．におい
て利潤率がゼロと極大利潤率の間にあれば価格は正値をとる．１５）地代の正値性に
１４）「最大労働量によって生産される穀物が穀物価格の規定者なのであって，地代はその価
格の構成要素としては少しも加わらず，また加わりえないのである＊（＊ この原理の明確な
理解は，経済学という科学にとって最も重要なことだ，と私は確信する．）」『経済学およ
び課税の原理上巻』岩波書店，１９８７年，１１５－１１６ページ．
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ついて．ここではの土地を劣等地と仮定しているので，の土地に
正の地代が発生すること，すなわちを示せばよい．ここで小麦価格を
価値尺度に取り，を書き直す．







ただし ，，．つぎにの第１式より
 



をの第２式に代入し，整理すると
 	


	

ただし，
	








 
	
ここで地代ゼロの時の賃金率を
とおき，その値を求めると

	
となる．これをに代入すると，
  



	

より，賃金率が
の範囲にあるとき地代は正値をとる．
１５）補論２を参照．
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３．４ 内包的地代モデル
３．４．１ モデル
■仮定 仮定を次のように変更する．
１．土地の品質（肥沃度）はすべて同じである．１６）
２．同じ土地を使用する異なる２つの生産方法が存在し，生産方法の違いは
収益性および土地生産性の違いで区別する．そして収益性の高い生産方法
は土地生産性が低いと仮定する．
３．第１生産過程は鉄を生産し，第２生産過程と第３生産過程はいずれも同
じ品質の小麦を生産する．
４．小麦に対する需要は，高い収益性をもつ生産方法を全ての土地に適用し
生産しても満たすことができない水準にあると仮定する．
５．小麦需要が小麦生産を上回るとき小麦価格は上昇する．
■記号 記号を次のように定める．
 ：第 生産過程（＝生産方法）の生産量
：第 生産過程で財１単位を生産するのに必要な第
生産過程の財の量
 ：第 生産過程で財１単位をを生産するのに必要な
労働量
 ：第 生産過程で小麦１単位を生産するのに必要な
土地の量
 ：均一の地代
Λ ：土地の賦存量
■モデル 内包的地代モデル１７）は次のように定式化される．
１６）以下では土地の使用を示す添え字を省略する．
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Λ数量体系






価格体系






について．第１，第２番目の式はそれぞれ鉄，小麦の需給一致式，第３番目
の式は土地の需給一致式である．について．第１番目の式は鉄の価格方程式，
第２，第３番目の式はそれぞれ同一の土地を使用した小麦の価格方程式であ
る．
３．４．２ 解の存在と正値性
数量体系について．最終需要 は与件であり，未知数は，，
の３個．方程式は３個であり，数量体系は完結している．価格体系につい
て．利潤率を外生変数とすると，未知数は，，の４個．そ
１７）ここで言う内包的耕作は集約的耕作と同じものではない．集約的耕作による収穫逓減と
は一定の広さの土地に同じ組合せの生産手段と労働を追加的に投入するとき，収穫が逓減
するというものである．因みにこの考え方を土地だけではなく全ての生産要素に当てはめ
たのが限界生産力理論である．しかし集約的耕作に伴う収穫逓減は特殊な技術条件のもと
でしか成り立たない．それに対してスラッファの内包的耕作は一般的な技術条件のもとで
収穫の変動を取り扱うことができる．
ところでリカードは差額地代を外延的耕作と内包的耕作に分けて説明するが，彼の内包
的耕作は集約的耕作そのものである．ただしリカードは，集約的耕作に伴う収穫逓減の根
拠が不確かであることに気づいている節があり，そのためと思われるが，地代の説明はもっ
ぱら外延的地代に頼っている．この点についてはシュムペータ 『ー経済分析の歴史４』（東
畑精一訳，岩波書店，１９５８年），第三編第六章六（g）地代を参照．
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のうち任意の商品を価値尺度に取ることができるので未知数は１つ減り，３
個．方程式は３個であり，価格体系も完結している．
数量の正値性については，外延的地代モデルと同じくを２の数量体系に変
形することができる１８）ので説明は省略する．つぎに価格の正値性について．
ここでも外延的地代モデルと同様，土地を摩耗しない固定資本とみなし，価格
体系を結合生産物体系として
 
と書き直す．ただし，










   







 
  
つぎにの右から	









 を掛けると
 
となる．ただし，，つまり土地の配分比率である．ここで，










  



   







  



 

１８）の第３式を第１式と第２式に代入し，２財の数量体系に変形すればよい．
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とおけば，価格体系は２つのグループ，すなわち鉄と小麦の価格方程式
 
および土地の価格方程式
 

 

 
に分解できる．ただし である．外延的地代モデルと同様，内包的
地代モデルにおいても，鉄と小麦の価格は地代の大きさとは無関係に１９）の
みで決まり，地代は鉄と小麦の価格をに代入することでその値が決まる．
価格の正値性について．鉄と小麦価格の正値性についてはこれまでの議論を
に当てはめればよいので省略する．地代の正値性について．２０）鉄の価格を価
値尺度にとると，は





となる．ただし，，，．つぎにの第２式，第３式
を
















と書き換える．ただし，			，				
．を用いて均一地代が成立している状況を図示すると，たとえば図
１９）ただしは所与とする．
２０）以下の議論はMontani［２９］を参考にした．
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３のようになる．図は価格が 
まで上昇したとき，第２生産過程と第３生産
過程はともに均一の正の地代を支払っていることを示している．また図３
より正の均一地代が成立する十分条件が読み取れる．直線の傾きが各生
産過程の土地生産性を，そして縦軸切片が土地収益性を表していること
を考慮すると，第２生産過程が第３生産過程と比べて，土地生産性で劣るが土
地収益性で勝るならば，正の均一地代が成立する．一般化すると，正の均一地
代が成立するためには，高い（低い）土地収益性を有する生産方法は土地生産
性が低く（高く）なければならないとなる．この条件は仮定によって満たされ
ているので，内包的地代モデルにおいて正の均一地代が成立する．

















図３ 正の均一地代
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４ 標準体系の構成
４．１ 土地の存在に影響を受けない標準体系
標準体系を構成するためには，産出される商品の割合とそれらが生産手段と
して投入される割合が等しい架空の生産体系－これを体系とよぶ２１）－を構
成し，そこで得られた乗数を用いて「現実の」生産体系を縮尺する必要がある．
地代の発生しない土地モデルおよび外延的地代モデルの体系はそれぞれ次
のようになる．







 

  



 

 







 

  



 

 
は求める乗数であり，は標準比率（≡極大利潤率）である．い
ずれの体系も投入係数と産出係数が非負であるので正の乗数および正の標
準比率が存在する．よってこれらの土地モデルについては標準体系を構成し，
標準商品を作ることができる．土地の存在が標準商品の構成には影響を及ぼさ
ないことが示された．
４．２ 内包的地代モデルにおける標準体系
４．２．１ 負の乗数
内包的地代モデルの体系は
２１）Sraffa［４３］pp.２３－２４，邦訳３９－４０ページを参照．
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

 
 


である．未知数は３個の乗数，，と標準比率の４個であり，方程式
は完結している．ただしやと違い，土地の使用量（および）が体
系の中に入っている．
乗数の符号について．の第３式を書き換えると．ここ
で，，に留意すると，．すなわち土地を用いる２
つの生産過程の乗数との符号は正と負の組合せからなる．乗数の符号に
関してスラッファは次のように言う．
穀物の生産は，土地の地代と穀物価格という二つの対応する変数をもっ
た二つの方程式によって，一般的体系のなかにあらわされるであろう．
両方程式はともに標準体系に入るであろう．もっとも，それらの方程式
は，反

対

の

符

号

の

，そ

し

て

，集

計

す

る

と

土

地

を

そ

の

体

系

の

生

産

手

段

か

ら

消

去

し

て

し

ま

う

よ

う

な

値

を

も

っ

た

係

数

をとるであろう．２２）
「反対の符号の…係数をとるであろう」というスラッファの主張を確認するこ
とができた．ただしスラッファはさらに「集計すると土地をその体系の生産手
段から消去してしまう」ともいう．しかしこれは誤解を招きかねない．と
の比率が土地の使用比率に等しくなる（）だけであって，
体系から土地の投入と産出の関係を示す第３式そのものが消えるわけではな
い．土地の使用量が土地の使用比率に置き換わるだけである．いずれにせ
体系の解には負の数が含まれることになったが，これが標準商品を構成する妨
２２）Sraffa［４３］p.７５，邦訳１２６ページ．強調は引用者．
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

 
げになるわけではない．２３）
４．３ 正の標準比率
標準体系を構成するうえで負の乗数の存在は問題にならないが，標準比率は
正の実数値をとる必要がある．つぎにこの問題を取り上げよう．の第３式か
ら得られたを３．４．２の定義に倣いとおき，残りの式
に代入すると，




 
つぎに，，とおき，を行列表記すると








  	  


 

 	
となる．ここでとおき，斉一次方程式の形に書き換えると









 

 	
が自明でない解（かつ）をもつ必要十分条件は係数の行列式が
零になること，すなわち
  
が成立していなければならない．
標準比率は正の実数値を取る必要があるので，は正の解をもたなければな
２３）負の乗数の解釈については，Sraffa［４３］p.４８，邦訳７９－８０ページを参照．
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らない．その条件は
判別式




 
および，
 




 
である．ただし，はの２つの解．
およびが成立する十分条件として次の２つを考える．
１．，，
２．，，
条件１は書き直すと，，となる．これらの
不等式の経済的意味は，第２生産過程は第３生産過程に比べて使用する土地の
大きさは小さいが，土地１単位当たり必要な投入物は大きいとなる．条件２は
その逆である．これは，土地生産性の高い（低い）生産方法は土地収益性が低
い（高い）ということを意味する．この条件は仮定によって満たされているの
で，内包的地代モデルにおいても，正の標準比率つまり正の極大利潤率が存在
することが示された．
４．４ 賃金と利潤率の関係
生産体系を縮尺する乗数が存在し，標準比率が正の実数値であることが確認
できたので，この結果をもとに標準体系，標準商品を構成し，賃金と利潤率の
関係を導きだそう．体系を３．４．２の小行列の記号を用いて
 




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と書き直す．ただし．体系とは産出される商品の割合とそれら
が生産手段として投入される割合が等しい体系である．そのような割合で組み
合わされた合成商品は標準商品とよばれ，標準商品を生産するように組み合わ
された生産体系は標準体系とよばれる．「現実」の体系を標準体系に変形し
よう．そのための解をの右から掛けると，
 
は「現実」の体系に埋め込まれている標準体系を示している．ここで，標準
体系の純生産物である －これは標準国民所得とよばれる－
を価値尺度にとり，をに留意して書き換えると，賃金と利潤率の関
係
 
が得られる．ただし．
５ む す び
地代の発生しない土地モデル，外延的地代モデル，内包的地代モデルをとり
あげ，それぞれの体系について標準商品を構成できるかどうかを検討した．地
代の発生しない土地モデルや外延的地代モデルにおいては，特別の条件を付加
することなく標準体系を構成することができた．しかし内包的地代モデルの場
合には，標準体系を構成するためには，高い（低い）土地収益性を有する生産
方法は土地生産性が低く（高く）なければならないという条件が必要であった．
ただしこれは地代が存在するための条件に他ならないので，地代が存在する場
合には標準体系を構成することができると言い換えることができる．かくて土
地を含む生産体系においても，土地を含まない生産体系と同様，標準体系を構
成することができる，すなわち標準商品の理論が成立するという結論を得た．
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補 論 １
土地を含む経済モデルにおいてなぜ標準商品の理論の成立を問題にしなけれ
ばならないのかを内包的地代モデルを例に説明しよう．標準純国民所得を価値
尺度に取るとき，内包的耕作モデルは
 
 
 




 

 
と書くことができる．は労働者と資本家への剰余生産物の分配をあらわす線
形の方程式，は再生産条件によって決まる生産物価格の決定式，は差額地
代説による地代の決定式である．これら３つは相互依存の関係で結びついてい
るのではなく，因果関係でがっている．つまり利潤率が外生的に与えられる
と，２４）において賃金が極大利潤率の比率として決まり，賃金が決まるとに
おいて小麦価格と鉄価格が決まり，小麦価格と鉄価格が決まるとにおいて土
地価格（地代）が決まる．ただしこのような因果関係が成立するためには標準
商品の理論が成立し，がおよびから独立している必要がある．土地を含
む生産体系における標準商品論の存在意義はここにある．
ところでこのような考え方は，価格，分配，生産を需要供給法則によって統一
的に説明する一般均衡理論の立場からみると，奇妙な議論に思えるだろう．説
明を補足しておこう．スラッファの地代論（スラッファ経済学）はリカード経
済学の成果を発展させたものである．リカードは『マルサス評注』の消された
パラグラフの中で次のように述べている．
２４）利潤率を独立変数とする理由については，Sraffa［４３］p.３３，邦訳５６－５７ページを参照．
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地代は獲得される生産物の割合ではない－それは賃金や利潤のように割
合によって支配されない－地代は，実際そうであるように，二つの等しい
資本によって獲得される生産物の量の差額に依存しているのである．した
がって，もし私がどこかで，地代は獲得される生産物の増減に比例して騰
落すると言っているとすれば，私は誤りを犯しているわけである．けれど
も，私はそう言った覚えはない．２５，２６）
リカードは，賃金や利潤は剰余生産物の割合として決まるが，地代はそうでは
ないと主張する．しかし，これを完全に論証することはできなかった．スラッ
ファはリカードの差額地代論に標準商品の理論を付け加えることで，リカード
の主張の正しさを証明することに成功した．スラッファが第１１章「土地」に
おいて標準商品の問題に繰り返し言及した理由はここにあると考える．
補 論 ２
生産量の正値性
図４はを図解したものである．ここで縦軸は鉄の数量（），横軸は小麦
の数量（）を表す．， 
はそれぞれ鉄部門と小麦
部門の投入ベクトル，，２７）は同じく産出ベクトル，は
最終需要ベクトルである．このとき，純生産物はとの凸結合で
表される．例えばベクトルがそれである．ところで本稿では純生産可能条
件を仮定しているので，必ず正の象限内に凸結合を作ることができる．２８）この
とき，任意の最終需要ベクトル が与えられると，基本単位あたりの純生産
２５）Ricardo［３５］pp.１９６－７，邦訳２４８－２４９ページ
２６）消去された文章の意味とその背景について詳細な検討を行った研究に佐藤［３８］がある．
２７）は２次元の単位ベクトル．
２８）ちなみに，凸結合が正象限と共通部分をもつためには，図４から明らかなように，
が成立していなければならない．この条件に，
を加えたものがホーキンス・サイモンの条件である．
土地を含むスラッファモデルにおける標準体系 １２３
ベクトルの向きと長さを調整し，２９）最終需要ベクトル を作ることができる．
言い換えると，純生産可能条件が満たされていれば，方程式は正の解

をもつ．
価格の正値性
価格を図解３０）するために上付添字を省略し，を次のように行列表記に
書き換える．
 
ただし，
２９）ここでは生産過程の可分性と加法性を仮定している．
３０）Goodwin［１８］およびMainwaring［２６］を参照した．


１


１




図４ 生産量の正値性
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




   
つぎに，





  

 
をこの順序で逐次の右から掛け整理すると，
 
つぎに



  
とおき，３１）を書き換えると，
 
となる．
さて，縦軸，横軸にそれぞれ鉄の数量および小麦の数量をとったとき，正の
価格ベクトルはどのように表されるのだろうか．例えば第１財を価値尺度に
取った場合，価格ベクトルは となるので，価格が正であるために
は ，すなわち価格ベクトルの向きは右上を向いていなければならな
い．そこで価格ベクトル の向きを調べることにする．より は
と直交しているので，の方向が分かれば の向き
が分かる．利潤率は０と極大利潤率の間にあるので，
とについてその向きを調べる．			は
３１）	は Kronecherのデルタである．
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を投入労働量で除したものなので，は図
４を単位投入労働量で縮尺することで得られる．または
労働者に配分される純生産物がゼロの場合である．これらを考慮しを図示し
たものが図５である．３２）およびの各場合について価格ベクトルを描
くと右上方ベクトルである．よってがの範囲にある場合には価格
ベクトルは右上方を向いていることがわかる．かくて純生産可能条件が満たさ
れている場合，利潤率が０と極大利潤率の間にある限り価格は正の値をとるこ
とが示された．
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